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■▶ 戦略的な知的財産権の取得 

パテント・ポートフォリオ・マネジメント＊などの手法
を用い、事業戦略および技術開発戦略上重要な技術は、
強い権利網の構築のため、権利取得すべき領域を特定し
て重点的に特許出願を行っています。例えば、燃料電池
などの家庭用ガスコージェネレーション技術では、キー
となる触媒技術や、構成システムなどそれぞれについて
戦略的な特許出願を行っています。

2016年３月期の大阪ガスグループの特許出願実績は
437件となりました。 

■▶ 知的財産権の有効活用  

大阪ガスグループが実施しているすべての技術分野で
保有特許件数は増加しており、特に、経営戦略上重要と
位置づけられるコージェネレーションや材料ソリューシ
ョンで保有特許を大きく増やしました。ガス製造・輸送
供給ではLNGタンク技術や非開削工法、家庭用ではミス
トサウナやガスコンロ、業務用ではガス空調や工業用バ
ーナ、材料技術ではフルオレンに代表されるファイン材
料や炭素材料に関する特許を保有しています。保有して
いる知的財産権については、大阪ガスグループ全体の事
業への活用に加え、他社へも積極的なライセンス供与を
行っています。

2016年3月期の大阪ガスグループの保有する特許は、
3,401件となっており、前年同期より96件増加しました。 

■▶ 商標権の取得・保護  

大阪ガスグループでは提供するサービス、商品につい
て戦略的に商標を取得し、企業ブランドの構築に取り組
んでいます。2016年３月期の大阪ガスグループの保有
する商標は995件となっています。 

■▶ グループ全体の知財力強化  

大阪ガスグループ社員の知的財産権に関する知識レベ
ルを向上させるため、社内外の講師により目的別・階層
別の知財研修を実施するとともに、知的財産に関する最
新のニュース解説記事の配信やメールマガジンの発行な
どのさまざまな教育・啓蒙活動を行っています。 

また、グループ全体の商標を総点検するなど、他社の
知的財産権を侵害する、あるいは当社の知的財産権が侵
害される知財リスクを低減するための活動に取り組んで
います。

ほむテン
大阪ガスグループ

「小さな灯活動」キャラクター
登録第5837064号

まもりーぬ
大阪ガス・カスタマーリレーションズ㈱
公式キャラクター
登録第5808421号

知的財産戦略  ｜ 大阪ガスグループでは知的財産権を重要な経営資源と位置付け、
事業戦略、技術開発戦略と連携した権利の確保と活用に積極的に取り組んでいます。 

コーポレート・ガバナンス
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大阪ガスは、公正で透明な事業活動を通じて、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を図ることが重要と考えて
います。その実現を目指し、株主の権利行使に適切に対応し、ステークホルダーとの対話と協働を通じて信頼の維持
向上に努め、当社グループのCSR水準を一層高めていきます。また、当社グループを取り巻く経営環境の変化に迅速
に対応し、透明、公正かつ果断な意思決定および効率的かつ適正な業務執行を行うために、現状の企業統治体制を
採用し、コーポレート・ガバナンスの充実・強化を継続的に推し進めます。

コーポレート・ガバナンスの基本的な考え方

知的財産活動

代表取締役
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代表取締役

瀨 戸 口  哲 夫

＊技術の現状とあるべき姿の間を、開発と特許の取得により埋め、強い特許網を構築
して事業戦略に反映する手法

■ ガス製造・輸送供給　■ 家庭用ガス機器　■ 業務用ガス機器
■ コージェネレーション　■ 材料技術　■ その他


